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設
が
受
け
皿
と
し
て
機
能
す
る

た
め
の
制
度
改
善
な
ど
、
総
合

的
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

▪
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
に

関
す
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
対
応
を
強
く
求
め
る
。

⑴
被
害
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、

真
相
究
明
を
行
う
こ
と
。
⑵

「
慰
安
婦
」
問
題
の
責
任
を
認

め
て
、
政
府
は
公
的
に
謝
罪
す

る
こ
と
。
⑶
過
ち
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
学
校
な
ど
で
歴

史
教
育
を
通
じ
て
次
世
代
に
事

実
を
伝
え
る
こ
と
。

▪
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
の
批
准
を
求
め
る
意
見
書

　

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
が

批
准
さ
れ
て
以
来
、
四
半
世
紀

近
く
を
経
た
現
在
も
、
女
性
に

対
す
る
差
別
は
今
な
お
根
深
く

存
在
し
て
い
る
。
本
条
約
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
、
個
人
通

報
制
度
と
国
連
女
性
差
別
撤
廃

委
員
会
の
調
査
制
度
を
定
め
た

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
」
は
、
世
界
で
96
カ
国
が

批
准
し
て
い
る
。
本
条
約
が
真

の
実
効
性
を
持
ち
、
男
女
の
人

権
が
と
も
に
保
障
さ
れ
る
男
女

平
等
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る

た
め
に
も
、
選
択
議
定
書
の
批

准
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
選
択
議
定
書
採
択

10
年
の
節
目
に
当
た
る
本
年
こ

そ
、
選
択
議
定
書
を
批
准
す
る

よ
う
、
強
く
求
め
る
。

▪
乳
幼
児
医
療
費
の
財
源
保
障

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

自
治
体
間
格
差
を
な
く
し
、少

子
化
社
会
に
あ
っ
て
安
心
し
て

子
育
て
を
す
る
た
め
に
、国
に

あ
っ
て
は
特
段
の
配
慮
を
行

い
、就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の

医
療
費
国
庫
負
担
の
制
度
化
を

強
く
求
め
る
。

助
成
金
の
申
請
に
当
た
っ
て

は
、
申
請
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
機

能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
社
会
保
険
労
務
士

の
活
用
を
図
る
な
ど
き
め
細
か

な
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
。

▪
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
東
京
都
の
公
衆
衛
生
行
政
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
東
京
都
に
対

し
、
次
の
こ
と
を
要
望
す
る
。

⑴
市
町
村
、
医
療
機
関
と
の
連

携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。
⑵

市
町
村
・
医
療
機
関
に
対
し
、

正
確
な
情
報
を
迅
速
に
提
供
す

る
こ
と
。
保
健
所
だ
よ
り
な
ど

市
民
向
け
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
。
市
民
か
ら
の
相
談
体
制
を

拡
充
強
化
す
る
こ
と
。
⑶
民
間

病
院
及
び
区
市
町
村
が
取
り
組

む
対
策
に
、
都
と
し
て
財
政
支

援
を
行
う
こ
と
。
⑷
ワ
ク
チ
ン

や
資
材
の
確
保
、
蔓
延
期
に
お

け
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
と
流

通
の
確
保
を
す
る
こ
と
。
⑸
保

健
所
設
置
を
ふ
や
し
、
保
健
所

機
能
を
市
町
村
に
拡
充
す
る
と

と
も
に
「
感
染
症
対
策
」
の
医

師
・
保
健
師
な
ど
の
体
制
を
拡

充
強
化
す
る
こ
と
。

▪
介
護
施
設
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
の
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
東
京
都
に
対

し
、
次
の
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

⑴
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
無
届

け
施
設
の
実
態
把
握
や
届
け
出

の
徹
底
、
既
存
施
設
の
防
火
体

制
な
ど
の
安
全
確
保
、
高
齢
者

の
居
住
環
境
の
改
善
に
向
け
た

対
策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
。

⑵
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
低

所
得
者
等
の
受
け
皿
が
不
足
し

て
い
る
状
況
を
早
急
に
解
消
す

る
た
め
、
特
養
ホ
ー
ム
の
用
地

費
補
助
の
復
活
な
ど
施
設
の
整

備
促
進
に
向
け
た
財
政
的
支

援
、
運
営
費
補
助
な
ど
関
連
施

◆
三
鷹
市
立
東
台
小
学
校
建
替

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

三
鷹
市
立
東
台
小
学
校
建
替

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
行
う

も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
平
成

22
年
度
末
の
竣
工
を
目
指
し
、

新
校
舎
の
建
設
工
事
に
着
手
す

る
も
の
で
す
。
契
約
の
金
額
は

14
億
６
千
370
万
円
、
契
約
の
相

手
方
は
、
「
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
・

白
石
建
設
共
同
企
業
体
」
で
、

工
期
は
、
契
約
確
定
日
の
翌
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
30
日
ま
で

で
す
。

人
　
事

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

渡
邉　

晃
男
氏
（
新
任
）

議
員
提
出
議
案

意
見
書
（
要
旨
）

▪
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能
の
抜
本

的
強
化
を
求
め
る
意
見
書　

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

⑴
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
や
、

相
談
員
の
増
員
に
当
た
っ
て

は
、
地
方
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

業
務
の
実
態
に
応
じ
て
、
適
切

な
配
分
を
行
う
こ
と
。ま
た
、雇

用
調
整
助
成
金
の
窓
口
相
談
に

当
た
っ
て
は
、
つ
な
ぎ
融
資
の

制
度
な
ど
に
つ
い
て
も
、
適
切

な
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
努
め

る
こ
と
。
⑵
休
日
・
夜
間
の
窓

口
業
務
の
開
庁
を
行
う
な
ど
機

能
強
化
を
図
る
こ
と
。
⑶
職
業

訓
練
情
報
等
連
携
推
進
員
に
つ

い
て
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
ど

へ
の
重
点
配
分
を
行
い
、若
者
・ 

学
生
な
ど
の
就
職
相
談
機
能
を

強
化
す
る
こ
と
。
⑷
雇
用
調
整

め
の
暫
定
整
備
費
及
び
管
理
運

営
費
な
ど
の
所
要
経
費
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
予

算
で
は
、
ま
ず
、
都
支
出
金

１
千
25
万
円
の
増
で
す
。
「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
補
助
金

事
業
」
に
係
る
東
京
都
の
補
助

金
を
同
額
計
上
す
る
も
の
で

す
。
次
に
、
繰
入
金
で
、
財
政

調
整
基
金
と
り
く
ず
し
収
入
の

増
２
千
503
万
７
千
円
で
す
。

契
　
約

◆
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

工
事
（
サ
ッ
カ
ー
兼
ラ
グ
ビ
ー

場
、
野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
行
う

も
の
で
す
。
平
成
20
年
度
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
し
、
今
年

度
は
、
平
成
25
年
の
東
京
多
摩

国
体
の
開
催
も
ふ
ま
え
、
サ
ッ

カ
ー
兼
ラ
グ
ビ
ー
場
１
面
、
野

球
場
２
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

２
面
、
練
習
場
１
面
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
契
約
の
金
額
は

４
億
９
千
35
万
円
、
契
約
の
相

手
方
は
、
「
長
谷
川
・
東
和
建

設
共
同
企
業
体
」
で
、
工
期
は
、

契
約
確
定
日
の
翌
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
19
日
ま
で
で
す
。

た
こ
と
に
伴
い
、
「
三
鷹
台
団

地
地
区
」
地
区
整
備
計
画
区
域

内
の
緑
化
率
指
定
区
域
に
応
じ

て
建
築
物
の
緑
化
率
の
最
低
限

度
及
び
そ
の
適
用
除
外
に
関
す

る
敷
地
面
積
を
条
例
で
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
と
緑
化
の
推
進
を
図

る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
３
千
528
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
611
億
９
千
342

万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予
算

で
は
、
総
務
費
で
、
公
共
施
設

管
理
関
係
費
の
増
500
万
円
で

す
。
公
共
施
設
の
各
種
図
面
の

電
子
デ
ー
タ
化
を
行
う
た
め
の

所
要
経
費
と
し
て
計
上
す
る
も

の
で
す
。
次
に
、
民
生
費
で
、

み
た
か
子
育
て
ネ
ッ
ト
事
業
費

の
増
525
万
円
で
す
。
総
合
的
な

子
育
て
支
援
に
係
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
相
談
機
能
に
つ
い

て
、
操
作
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

機
能
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
で

き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行

う
た
め
の
所
要
経
費
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。
以
上
２
点
は
、

国
の
平
成
20
年
度
第
２
次
補
正

予
算
に
よ
る
交
付
金
を
受
け
て

東
京
都
が
創
設
し
た
基
金
を
も

と
に
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
補
助
金
事
業
」
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。
次
に
、
土
木

費
で
、
花
と
緑
の
広
場
（
仮

称
）
関
係
費
２
千
503
万
７
千
円

で
す
。
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
花
を
通
し
た
人
と

人
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
の
た
め

の
拠
点
と
し
て
「
花
と
緑
の
広

場
（
仮
称
）
」
を
整
備
す
る
た

可
決
し
た
議
案

第
３
回
臨
時
会
・
第
2
回
定
例
会

条
　
例

市
長
提
出
議
案

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
平

成
21
年
６
月
に
支
給
す
る
常
勤

の
特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
を
０
・
15
カ
月
凍
結

し
、
現
行
の
2.1
カ
月
か
ら
１
・

95
カ
月
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
平

成
21
年
６
月
に
支
給
す
る
一
般

職
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率

を
0.2
カ
月
凍
結
し
、
現
行
の

１
・
575
カ
月
か
ら
１
・
375
カ
月

と
す
る
も
の
で
す
。

契
　
約

◆
第
七
小
学
校
耐
震
補
強
２
期

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

第
七
小
学
校
耐
震
補
強
２
期

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
行
う

も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
２
年

次
目
の
工
事
と
し
て
、
北
校
舎

の
耐
震
補
強
工
事
等
を
行
う
も

の
で
す
。
契
約
の
金
額
は
、
１

億
２
千
285
万
円
、
契
約
の
相
手

方
は
、
「
株
式
会
社
く
り
い

く
」
で
、
工
期
は
、
契
約
確
定

日
の
翌
日
か
ら
平
成
21
年
10
月

手
当
の
支
給
率
を
０
・
15
カ
月

凍
結
し
、現
行
の
2.1
カ
月
か
ら

１
・
95
カ
月
と
す
る
も
の
で
す
。

30
日
ま
で
で
す
。

◆
大
沢
台
小
学
校
耐
震
補
強
２

期
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

大
沢
台
小
学
校
耐
震
補
強
２

期
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
行

う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
最

終
年
次
の
工
事
と
し
て
、
北
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
等
を
行
う

も
の
で
す
。
契
約
の
金
額
は
、

１
億
２
千
862
万
５
千
円
、
契
約

の
相
手
方
は
、
「
株
式
会
社
清

水
組
」
で
、
工
期
は
、
契
約
確

定
日
の
翌
日
か
ら
平
成
21
年
10

月
30
日
ま
で
で
す
。

◆
第
五
中
学
校
耐
震
補
強
１
期

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

第
五
中
学
校
耐
震
補
強
１
期

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
行
う

も
の
で
す
。
今
年
度
か
ら
３
年

間
で
耐
震
補
強
工
事
及
び
体
育

館
の
建
替
工
事
を
実
施
す
る
計

画
で
、今
年
度
は
、北
校
舎
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
も
の
で

す
。契
約
の
金
額
は
、
１
億
７

千
535
万
円
、
契
約
の
相
手
方

は
、「
清
水
組
・
く
り
い
く
建
設

共
同
企
業
体
」
で
、
工
期
は
、

契
約
確
定
日
の
翌
日
か
ら
平
成

21
年
12
月
28
日
ま
で
で
す
。

議
員
提
出
議
案

条
　
例

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、平

成
21
年
６
月
に
支
給
す
る
期
末

花
と
緑
の
広
場（
仮
称
）整
備
の

説
明
を
受
け
る
総
務
委
員

【
第
３
回
臨
時
会
】

市
長
提
出
議
案

条
　
例

◆
三
鷹
市
義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
義
務
教
育
就
学
児
の
医
療

費
の
助
成
を
拡
充
し
、
入
院
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
額
の
全
額

を
、
通
院
に
つ
い
て
は
自
己
負

担
額
か
ら
一
部
負
担
金
相
当
額

と
し
て
200
円
を
控
除
し
た
額
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　

　

平
成
21
年
５
月
22
日
に
、

「
三
鷹
台
団
地
地
区
」
に
地
区

計
画
の
都
市
計
画
決
定
を
し
た

こ
と
に
伴
い
、
地
区
整
備
計
画

区
域
に
当
該
区
域
を
加
え
、
地

区
計
画
で
定
め
た
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
内
容
を
条
例
で
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
都

市
環
境
の
形
成
と
確
保
を
図
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
緑
化
率
の

最
低
限
度
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

「
三
鷹
台
団
地
地
区
」
に
地

区
計
画
の
都
市
計
画
決
定
を
し

【
第
２
回
定
例
会
】


